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て，Canale & Swainの定義を用いて説明している。即ち，Communicative competence（コミュニ





























































































と同じ形で答える。たとえば，How many books are there on the table?の答えは，
There are twelve books on it.あるいは There are twelve on it.であって Twelve.や
I see twelve books on it.などの答えは認めない。
⑷ 生徒が教師の英問に答える際，質問の文にある名詞を適当な代名詞に変え，質問文の名詞をす
べてそのまま復唱する必要はない。たとえば，Where is the book?に対する答えは，It’s on the
 
desk.であって The book’s on the desk.とする必要はない。
⑸ 既習の語，文法事項などを使うときは，生徒の知識，経験の範囲を超えないものとする。
２ 基本文型の練習―The First Six Weeks of English(H.E.Palmer)の効果的な活用
言語習得の自然法則に拠って周到に組織された（中学校）開本前指導『The First Six Weeks of
 
English』の効果的な活用を薦めたい。一般的に週５時間の授業時数の下で行われていた戦前の英語教
育界に導入された Palmer の Oral Methodによる指導法である。
現在一般的になっている communicativeな指導では，入門期であっても，例えば，袋に何か物を入









身についてしまう。こうした生徒は，大学生になっても，例えば，教師が What time did you get
 
up this morning?と投げかけてみても，答えはほとんど Seven.とか Eight.であり，せめて At
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